
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 29 （回答者数） 21

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
専門支援を開始したことで、より具体的に会議を行うことが
必要になってきている

2 情報収集と挑戦を安全が確保できる範囲で行っていく

3
利用児童によっては意見が偏りがち。極力支援者が介入しな
いようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 防災センターの活用

2
SNS編集や事務作業ICTの活用
インターネット上での別の切り口の媒体を模索する

3

各専門支援員がそれぞれの分野で情報共有と助言を行い、支援
の充実を図っている

定期的に分野別会議を行い、情報や助言を得ることでより良い
支援を行えている
複数の評価により、多角的に支援が可能

○事業所名 放課後等デイサービスさくらんぼ開成

○保護者評価実施期間 2025年　12月　5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　12月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　２月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

外部の施設での活動に参加をしている
教室内でできることも構造化、役割分担を行っており、屋外で
の活動では社会的なルールやマナーのスキルを習得でき、児童
の成功体験を積むことができる

児童の意見を取り入れた活動の提供 月に１回程度、児童自身で企画実行をする日がある。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

避難訓練等への参加が難しい
定期的な避難訓練は実施しているが、平日を中心に利用してい
る児童の参加が難しい。

情報発信
インスタグラムを中心にSNS発信を行っているが、業務として
行っているため時間が限られてしまっている。また、どの程度
認知されているのかが不透明。

事業所における自己評価総括表公表
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